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は じ め に 

 

 

平成２２年４月、衛生及び環境両部門における試験検査・研究機能の充実を図るため、

従来より地方衛生・環境研究所としての役割を担ってきた旧衛生公害研究所と、行政検査

機関の旧衛生監視指導センターを組織統合し、山梨県衛生環境研究所が設置されました。 

施設の統合先を旧衛生公害研究所として、建物の耐震補強・施設改修など必要な工事を

おこない、平成２４年４月、職員及び検査機器等を移転して新たに業務を開始しました。 

 

こうしたことの背景には、県民の皆様を取り巻く保健衛生や環境保全に係る課題として、

新型インフルエンザ等の感染症対策や食の安全・安心確保の問題、また地球規模での環境

対策などがあげられ、これらの課題に常に科学的根拠をもって対応ができる試験研究機関

である衛生環境研究所の機能強化がよりいっそう求められ、試験検査体制の見直し及び整

備が必要となってきたということにあります。 

 

新しい体制のもと、チャレンジ山梨行動計画に掲げる“暮らしやすさ日本一”の実践に

向け、これまで以上の高度な技術力、高精度の検査機器等の整備、さらにはより広範な学

際的連携と新しい理念をもって取り組んでいかなければならないと、私をはじめ職員一同

思いを新たにしたところです。 

 

ここに平成２３年度の調査・研究の成果を「山梨県衛生環境研究所年報第５５号」とし

てとりまとめました。この年報が皆様のお役に立つことを期待申し上げるとともに、御高

覧いただき、御意見・御指導をいただければ幸いです。 

 

 

   平成２４年８月              

山梨県衛生環境研究所 

                           所 長  村 松 克 彦 
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